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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0
5 * 1 3 1 8 0 0 2 1 2 3 1 6 2 0
13 * 3 10 1 1 1 2 2 2 5 7 1 1 0 0
18 * 0 0 2 2 1 1 4 0 3 3 0 1 0 0
23 * 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
24 0 0 0 3 3 2 2 1 1 2 3 2 1 0 0
29 0 1 1 1 3 2 2 1 1 0 1 2 0 0 0
32 0 0 2 0 2 0 0 1 0 2 2 0 1 0 0
33 0 1 5 3 5 0 0 1 0 4 4 3 0 5 0
34 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 1 0 0 0
35 * 0 0 5 12 6 9 3 0 5 5 2 1 2 0
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6 * 1 7 5 7 0 1 2 2 5 7 2 1 1 0
7 * 0 0 6 13 0 0 5 2 1 3 6 1 0 0
8 * 0 1 0 2 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
10 * 2 5 2 4 0 0 2 4 2 6 0 2 0 0
12 * 0 0 0 1 0 0 2 1 2 3 0 1 0 0
13 0 0 1 2 9 3 7 1 2 8 10 2 0 1 0
14 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
15 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
20 0 0 0 2 13 7 10 2 5 2 7 2 0 2 0
35 0 0 1 0 1 0 0 1 0 3 3 2 1 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 1 1 0
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戦評
【総括】本大会16日目、立命館大学と同志社大学との一戦。前半、両チーム激しいディフェンスを仕掛ける。第1ピリ
オドは同志社#7古村や#6柳原が得点し流れを掴んでいたが、第2ピリオドでは立命館#13西岡や#35福永が連続で
得点を挙げていき、一気に点差を縮め逆転に成功する。その後も立命館は流れを掴み同志社を寄せ付けない展開
となる。後半、点の取り合いが続き、逆転、再逆転を繰り返す中、立命館#13平岡などの活躍もあり、立命館が徐々に
リードを広げていく。同志社は必死に喰らいつくも、力強いオフェンスでリードを守りきった立命館の勝利で幕を閉じ
た。

【第1ピリオド】試合開始早々、同志社#7古村のジャンプシュートにより同志社が先制に成功し、さらに同志社#10右
田が決まるも、直後に立命館#35福永がバスッケトカウントを沈める。同志社は#6柳原の3Pシュートや#7古村のポスト
プレーなどで得点を重ねるが、これに対し立命館は#35福永の力強いインサイドプレーにより得点を返す。両チーム
譲らず、激しいディフェンスとリバウンドを見せる中、14-19で同志社がリードし第1ピリオドが終了。

【第2ピリオド】なんとか逆転したい立命館は#13西岡の3Pシュートや#24中西のフリースローにより同点に追いつき、さ
らに#35福永がシュートを決め、逆転に成功する。残り6分になったところで同志社は前半1回目のタイムアウトを取得
する。タイムアウト終了後、立命館の流れを切りたい同志社だったが、立命館#33竹村や#32大野が連続でシュートを
決め、苦しい展開となる。その後も立命館は#5岸本の3Pシュートや#24中西がシュートを決めさらに得点したところ
で、たまらず同志社が前半2回目のタイムアウトを取得する。しかし、立命館の流れを止めることが出来ず、さらに立
命館#13西岡が終了間際にシュートを決め、32-23で立命館がリードし第2ピリオドが終了。

【第3ピリオド】流れを取り戻したい同志社は#7古村のシュートにより先制に成功し、さらに#6柳原がリバウンドからの
シュートを決め必死の追い上げを見せる。ここから、またしても両者譲らない激しいディフェンスで膠着状態が続く
が、同志社#20田邊がバスケットカウントを沈め、さらに#10右田が3Pシュートを決め逆転に成功する。ここで立命館が
後半1回目のタイムアウトを取得する。逆転を許した立命館だが、タイムアウト終了後すぐに、立命館#2平岡のシュー
トや#13西岡が3Pシュートを決め再逆転する。両チーム点の取り合いが続く中、立命館はファウルが重なり、フリース
ローを何度も許す展開となるが、立命館#33竹村が終了間際に3Pシュートを決め、46-43で立命館がリードを保ち第3
ピリオドが終了。

【第4ピリオド】立命館#33竹村と#29新城がフリースローを沈め、立命館が膠着した状況から1歩抜け出す。さらに立
命館#13西岡が3Pシュートを沈めたところで、すかさず同志社は後半1回目のタイムアウトを取得する。タイムアウト終
了後、立命館は#29新城が3Pシュートやゴール下でのシュートで連続で得点を重ね、さらに点差を広げる。ここでま
たしても同志社は後半2回目のタイムアウトを取得し立命館ムードの打開を試みるが、ファウルが重なり何度もフリー
スローを許してしまう。しかし、同志社#6柳原のジャンプシュートや#10右田の3Pシュートが決まり立命館に喰らいつく
も、最後まで集中力を切らさなかった立命館が66-54で勝利した。
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